
クビアカツヤカミキリの撲滅に向けた活動

ねらい

クビアカツヤカミキリは2015年7月に板野郡板野町のモモ園で県内では初めて確認された外

来種である。被害は幼虫による樹幹の食害で，摂食により排出されたフラスは樹体外で大量に堆

積されるので，外観上すぐに目につく。樹皮下の通導組織等が食害されると養水分の通導が止ま

り樹勢が衰退し枯死する場合があるので，早急な撲滅が求められている。

そこで，本虫による被害の発生状況を的確に把握するとともに，研究機関で開発された防除技

術をモモ生産者に紹介，指導することで早期の撲滅を目指す。

活動地域・対象

地域：板野郡板野町，同郡上板町，鳴門市

対象：モモ生産者

普及活動の目標

１ クビアカツヤカミキリによる被害の発生状況等を把握し，防除指導の基礎資料とする。

２ 防除指導を徹底することで，被害軽減につなげモモ産地内における早期の撲滅を目指す。

目標に向けた活動概要

１ モモ園における被害の

発生状況調査および防除

実態の聞き取り調査：

板野郡板野町，同郡上

板町と鳴門市におけるモ

モ園を対象に８～９月に

本虫のモモ樹に対する被

害をフラスの排出によっ

て判断し，被害樹と被害発

生園を計数する。また，一部の生産園では生産者に防除の

実態を聞き取り調査し被害発生との関係を分析する。

２ 防除対策会議の開催，関係機関への情報提供：

1市２町，ＪＡ，県立科学館および公園の指定管理者と

農業支援センター等県関係機関の担当者参集のもと，本虫

の防除対策会議を開催する。また，鳴門藍住農業指導班会

において上記で調査で把握した被害状況を報告する。

３ 技術の個別指導：

板野町内の各生産者と上板町の被害の著しい生産者を対象に戸別訪問し，上記指導用防除マ

ニュアルを用いて，防除方法等を指導する。

クビアカツヤカミキリ成虫 フラスが排出されたモモ被害樹

指導用防除マニュアル

対策会議の様子（R2.6.17）



普及活動の成果

１ モモ園における被害の発生状況

今年度の発生状況を過去の状況

と合わせて表１に示した。また，被

害園の分布を図１に示した。産地全

体として被害樹は昨年度と比較して

152樹減少したが，被害発生園は

わずか３園の減少と状況は変わらな

かった。その要因として，被害樹減

少は個々の生産者による防除対策の

効果によるものと考えられるが，上板町では図１に示したように被害発生園の分布が年々東か

ら西へ拡散していることから，その増加が影響しているものと考えられた。

２ 防除対策の実践による被害の発生状況

板野町川端における４年間の生産園ごとの被害状況

を図２に示した。Ｄ生産者の３園では年々被害が増加し，２つの園は廃園となった。一方，Ａ

生産者とＧ生産者の各２園は低くとどまった。その要因として，聞き取り調査により防除対策

の実践の有無によるものと考えられた。

用語 クビアカツヤカミキリ：中国が原産の特定外来生物。モモのほかにスモモ，ウメ，サクラ

説明 にも被害を及ぼす。２年１化性，成虫は本県では６月下旬から８月上旬に発生。幼虫は

樹内を摂食することで大量のフラス（ふんと木くずが混ざったもの）を排出する。

今後の発展方向

引き続き，産地内における発生状況を調査し，その結果を関係者や生産者間で共有することで，

防除対策を徹底する。それを数年続けることによって撲滅につなげる。

関係者からの声

○被害は以前より治まったような感じがする。引き続き防除対策に努めたい（板野町内生産者）。

高度技術支援課 連絡先：徳島県名西郡石井町石井字石井1660 tel：088-674-1922

表１ モモ産地における被害の発生状況

図１ モモ産地における被害の発生状況

注）●：被害なし、●：被害樹あり、●：枯死樹あり、×：廃園、▲：未調査

図２ 板野町川端仁おける生産園ごとの被害状況

注）同英記号は同一の生産者を示す。数字は生産園の別を示す。


